


















































































































建築業 製造業 卸売・小売。飲食店 金融・保険業 サービス業 公務
１ 〆、‐９ 24.7 9.5 1８．９ 1.4 1４．１ 1.1
１０～2９ 36.2 20.4 30.4 1.8 20.4 3.1
30 4 1２．８ 1３．５ 1３．３ 0.7 10.0 3.2
50 9 1１．６ 1７．７ 18.0 6.4 1８．１ 1２．９
100～299 9.2 24.4 9.0 1９．６ 28.7 30.2
300～999 0.0 1１．７ 1０．４ 31.6 8.6 36.5




































































































































































































































































































































































































































































































































































対象数 異常なし 有所見 有所見率
石111県
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１．７６３．７８ ２４７２計年齢階級(歳） １７４ ２９ ２８９ １．２７－１．６０
１．０４－１．７６ ２９９７計年齢階級(歳） １７８ ３２２ ０．９４－１．１７
計
年齢階級(歳） ２７ ０．８３－１．８３ ２９９７ ２１６１７８
計
年齢階級(歳） １７４ ０．３４０．７０ ２４７１ ３１３ ０．５０－0.63































年齢階級(歳） ３０ ２４７８１７４ １５９ １．３０１．７８葺撞一蕊
０．５３１．４９ ２４７８計年齢階級(歳） １７４ １７ １３６ ０．７２－１．０１
計































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































建築業 製造業 卸売･小売・飲食店 金融･保険業 サービス業 公務
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女性労働者の定期健康診断結果における健康状態の産業分類別比較
また、γ－GTPの有所見率は、サービス業従事者
は40歳代で公務、５０歳代で製造業、公務よりも有所
見率が有意に高かった。
り、先述のように肉類の摂取が多いこと、また、金
融．保険業や公務事業所では、一般的に事業所規模
が大きく、職場の健康管理体制も整備されている等
の影響が考えられる。
公務従事者では収縮期血圧および拡張期血圧で、
30歳代から40歳代で建築業、製造業、サービス業、
卸売．飲食店等よりも有所見率が低かった。これは、
30歳代から40歳代までの女性公務員は、管理職とな
る割合も少なく、比較的軽い労作の者が多いこと、
労働環境や健康管理体制が、一般的に他の業種より
も比較的よく整備されているためと考えられる。
卸売．飲食店等の業務従事者は、４０歳代、５０歳代
で製造業、サービス業、公務よりも有所見率が高
かった。これは、飲食店等では食事も仕事中に急い
で摂ることが多く、また、食事時間が不規則になり
がちなこと、店の営業の合間にありあわせの食事で
済ますため、食事のバランスが崩れやすいことなど
によるのではないかと考えられる。
今回の調査で分析に用いた検査値の多くの項目で、
有所見率が高かった製造業、卸売･飲食店等業の業
種の事業所規模を見てみると従業員30人未満の中小
企業が多い（表１）。
労働者の健康管理について、労働安全衛生法規
(以下「労安法｣）15)は、５０人以上の規模の事業所は
産業医の選任の義務を規定しているが、専任の産業
医の設置は従業員数1000人以上の事業所が対象であ
り、事業所の規模によって、健康管理の体制に違い
がある。石川県の職域における健康管理体制につい
て大森'6)らは、産業医契約をしている事業所は、全
事業所の72％、５０人未満の事業所では45％と低い水
準であったと述べている。また、健診後の保健指導
に当たる看護職の雇用は、全事業所でみても保健師
5.0％、看護師14.2％と低水準にとどまっていたと報
告している。我々の調査は、業種別の年齢構成の違
いを補正し、業種による健診結果に差があるかどう
かを検討する目的で行った。したがって、今回の結
果は事業所規模による有所見率の差までは検討して
いない。しかし、今後は事業所規模による健康管理
体制の違いや業種による社会経済的因子や業務内容
等の違いによる影響の観点からも、労働者の健康
管理上の課題を明らかにしていく必要があると考え
る。
本研究では業種別に有所見比を算出し、業種によ
る健康診断結果の差を検討した。業種による労働者
の年齢構成の違いを標準化した上で、業種によって
健診の有所見項目に差があることを明らかにしたこ
考察
産業保健領域で行う健康診断は、健診結果を基に、
業務が身体に及ぼす影響を予防あるいは早期に発見
し、適切な労働環境や労働条件を整えること、生活
習慣病などの予防や早期発見・早期治療を行うこと
等を目的に実施される。労働者の健康についてはこ
れまでにも、業種による労働者の死亡状況の差''''2）
や、職種･業種によって生活習,慣が異なるという報
告'３，M)がされており、業種による健康状態の違いを
明確に把握した上で、効果的な産業看護活動を実施
することが望まれる。
産業分類に基づく業種別の健診の有所見比および
有所見率の多重比較の結果から、女性労働者の定期
健康診断結果では、製造業では、他の業種よりも
ＢＭＩ、血色素で、また卸売・飲食店等では総コレス
テロールで有所見率が有意に高い傾向が見られた。
加藤ら'4)は、４０歳以上の住民を対象に職業と既往疾
患や生活習慣との関連を調査した中で、女`性では、
肥満者の割合は、農林漁鉱工業、サービス・運輸Ⅳ
保安、販売業では有意に高く、事務職、主婦では有
意に低かったと報告している。加藤らの調査におけ
る業務分類は、本調査の分類とは必ずしも一致して
いないものの、加藤らが農林漁鉱工業に分類してい
る製造業や、サービス業に分類している卸売・飲食
店等といった業種で、ＢＭＩや総コレステロール値の
有所見率が他業種よりも有意に高かった傾向には、
共通する傾向をうかがわせる。
また、加藤らは同報告の中で、農林魚鉱工業の従
事者では、「肉類を毎日摂取する｣、「魚介類を毎日
摂取する｣、「卵を毎日摂取する」という習`慣が、他
の業務群よりも有意に低かったと述べており、本研
究の製造業従事者における血色素の有所見率の高さ
との関連について、生活習`償の面からもさらに検討
を進める必要を感じさせる。今回の我々の調査では、
生活習`慣の調査は行っておらず、断定はできないも
のの、業種による生活習,慣の違いが、検査結果に何
らかの影響を与えているのではないかと考えられる。
従事業務間の健康診断結果の差について検討した
ところ、ＢＭＩ，血色素検査で、製造業は20歳代から
40歳代の問で主として金融･保険業やサービス業、
公務よりも有所見率が高かった。これは、製造業が
他の業務よりも肉体的な労働負荷が大きいことによ
－２２１－
織田初江他
と、女性労働者の健康状態の業種別の違いを明らか
にした点は、今後の産業保健の課題を考えていく上
で、重要な視座を与えるものと思われる。
また、今回の結果、業種間比較による有所見率の
有意差が見られた製造業、卸売・飲食店等、サービ
ス業、公務では、多くの調査対象者のデータが得ら
れていたためとも考えられる。女性労働者はパート
や派遣など、雇用形態が不安定になりやすいことも
あり、健康診断データの入手が男`性労働者よりも困
難な状況がある。そのため、今回の結果は、入手で
きた対象者数による統計解析上の限界を含んでいる。
今後、他業種においてもサンプルを増やすことがで
きればさらに詳細な業種間の健康状態の相違を分析
できる可能性がある。
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女性労働者の定期健康診断結果における健康状態の産業分類別比較
Ａ comparativestudyofindustriaIclassificationofworkersoheaIthstal
basedonperiodicaIheaIthexamiｎａｔｉｏｎｄａｔａｓｉｎｆｅｍａＩｅｅｍｐＩｏｙｅｅｓ
status
HatsueOda，TeruhikoKido，ShizukoOmote，RieNaganuma，HiroshiHosomi
Abstract
Purpose：
Tocalculatethestandardizedmorbidityratiousinghealthexaminationdata
coUectedfromfemaleemployeesinIshikawaprefectureandtoanalyzewhetherjob
typeandtheenvironmentoftheirworkplaceinnuencesthestatusoftheirhealth
Method：
45,456femaleemployeesparticipatedinthissurvey・Theiroccupationswere
classifiedintosixtypes：buUders，manufacturers・Thestatusoftheirhealthwas
determinedusingnineindicatorstakenfromtheirperiodichealthexamination・The
nineindicatorsselectedincludethingslikebloodpressureandbloodpigment・To
compensatefOranydifferencesthatmightariseasaresultofage，ｔｈｅｍorbidity
ratiosoftheperiodichealthexaminationineachjobtypewasstandardized
indirectlyonthebasｉｓｏｆｔｈｅｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈｅｆemaleemployeesin
prefectureA・PrefectureAhasalmostthesamemorbidityratioasthenational
averagefOrfemaleemployees・TheChisquare-testandBonferronitestwereusedto
determinewhetherjobtypeinfluencedthestatusofhealthofthefemaleemployees
Results：
ＡｓａｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙｂａｓｅｄｏｎＰｒｅｆectureAamongfemaleemployeesin
lshikawaprefecture，themorbidityratiosofbloodpigment，blood-pressure，ｎｅｕｔｒａｌ
ｆａｔａｎｄＧＯＴｗｅｒｅｈｉｇｈａｎｄｔｈｅmorbidityratiosofBMI，totalcholesterolandwγ－
ＧＴＰｗｅｒｅｌｏｗ・Themorbidityratioofbloodpigmenｔｉｎａｌｌａｇｅｓｗａｓｓignificantly
higherthanaverage・Theratiooftotalcholesterolwassignificantlylowerthan
normaL
Anexaminationｏｆｔｈｅｊｏｂｔｙｐｅｄａｔａｃｏｌｌｅｃｔｅｄａｎｄｉｔseffectuponhealthrevealed
thattheratiosofBMIofmanufacturersintheirtwentiestofOrties，bloodpigment
ofmanufacturersintheirfOrtiesandfiftiesandneutralfatinmanufacturersintheir
fOrtieswereespeciallyhigherthantheaverage、Theratioofbloodpressureamong
governmentworkersintheirthirtiesandfOrtieswassignificantlylowerthanthe
otheroccupationsanalyzedinthisstudy、Theratiooftotalcholesterolamonｇ
ｗｈolesaleagentsintheirfOrtiestosixtieswassignificantlyhigherthantheother
occupationsanalyzedinthisstudy・
Conclusion：
Jobtypeisaninfluencingfactoruponthehealthstatusoffemaleemployeesin
lshikawaPrefecture、WithinthetypeofjobperfOrmed,theworkplaceenvironment，
whichincludesthingslikejobperfOrmanceandtheemployees,lifestyle，alsoplays
aroleininnuencingthehealthofthefemaleemployees・Ｔｈｅｓｉｚｅｏｆｔｈｅｃｏｍｐａｎｙｉｓ
ａｎｉｎｎｕｅｎｃingfactorwhichalsorequiresfurtherstudy．
－２２３－
